
秋は薄着の服装で 

９月も後半になると肌寒く感じる朝が増え、ついつ

い子どもに厚着をさせたくなります。しかし、本格

的な寒さを迎える前のこの時期に薄着の習慣を付け

ておけば、かぜを引きにくい体になります。外気を

肌で直接感じることで自律神経が整い、病気への抵

抗力が高まるからです。“大人より１枚少なめ”を目

安に、薄手の衣服を重ねるなどして、じょうずな体

温調節を行いましょう。 

 

  

赤ちゃんの目は、生後すぐはぼんやりとしか見えていませんが、その後、1歳までの時期は急

速に「見る力」が発達します。３歳までには、多くの子どもが大人と同じ程度（視力1.0）ま

で見えるようになります。見る力（視覚）はゆるやかに発達し、6歳ごろには大人と同程度に

なります。 

 

１０月 ほけんだより 令和５年１０月４日発行 

ほくしんこども園 

１０を横にすると、まゆと目に見えるので、１０月１０日は「目の愛護デー」。子どもの目を守るには、

感染症やけがだけでなく、「見え方の異常」にも注意が必要です。この機会に異常のサインを知りましょ

う。また、夏の暑さもおさまり、秋らしくなってきました。季節の変わり目で体調を崩しやすい時期でも

あるので、手洗い・うがいや衣服の調節などをして、かぜを予防しましょう。 

目薬をさすときに、大人が緊張して険しい顔を

していると、子どもが怖がってしまいます。目薬

をさすときは、笑顔で声をかけましょう。 

 
０～４歳までは、一生で最も成長が速い時期。衣がえの

ついでに、衣服や靴のサイズをチェックして、きつくない

か確かめましょう。また、ズボンのすそが長すぎると転び

やすいですし、そでが長いと、転んだときにとっさに手を

つきにくいことも。子どもの体格に合わせて、縫い止めて

あげましょう。 

１０月２０日（金）は健康診断の日です。

日ごろ気づきにくい病気を早く発見した

り、成長を知ったりすることは、子どもの

健康を守るためにとても大切です。結果

は、異常があった場合のみお知らせしま

す。また園では年に 2 回の健康診断が義

務付けられています。欠席されると、後日

個人で学校医まで行って受けていただか

なければなりません。ご了承ください。 

健康診断のお知らせ 


